
2009 春、地域の宝
◎特集

　大林ふるさとの山のカタクリ祭が
4 月 18 日・19 日に行われました。
カタクリとオオヤマザクラが同時に
見ごろを迎え、訪れた人々は里山の
春をゆっくりと楽しんでいました。

輝く里山



カタクリとオオヤマザクラの花園
西方地区住民が守ってきた宝の山

大
林
ふ
る
さ
と
の
山

西方の宝
　

西
方
地
区
の
大
林
ふ
る
さ
と
の

山
に
は
、
カ
タ
ク
リ
が
約
４
㌶
に

群
生
し
て
い
ま
す
。
雪
の
少
な

か
っ
た
今
年
は
、
4
月
中
旬
に
見

ご
ろ
を
迎
え
ま
し
た
。
オ
オ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
も
同
時
に
見
ご
ろ
と
な

り
、
里
山
は
優
し
い
春
色
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

西
方
カ
タ
ク
リ
の
会
は
、
カ
タ

ク
リ
の
花
が
咲
き
始
め
た
4
月
11

日
か
ら
、
見
ご
ろ
を
過
ぎ
る
ま
で

毎
日
模
擬
店
を
出
し
、
観
光
客
を

迎
え
ま
し
た
。「
カ
タ
ク
リ
祭
」

が
行
わ
れ
た
4
月
18
日
・
19
日
に

は
特
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、

駐
車
場
は
満
車
と
な
り
、
新
潟
、

水
戸
、
熊
谷
な
ど
他
県
ナ
ン
バ
ー

も
見
ら
れ
ま
し
た
。模
擬
店
で
は
、

三
角
巻
き
、
お
や
き
、
団
子
、
空

色
カ
フ
ェ
の
ク
ッ
キ
ー
な
ど
が
販

売
さ
れ
た
ほ
か
、
18
日
は
豚
汁
が

無
料
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
公
園
は
西
方
共
有
財
産
管

理
会
の
土
地
で
、
地
区
住
民
の
皆

さ
ん
に
よ
っ
て
下
刈
り
な
ど
の
整

備
が
行
わ
れ
、
美
し
い
景
観
が
守

ら
れ
て
い
ま
す
。
光
り
輝
く
里
山

は
、
住
民
の
努
力
の
結
晶
。
ま
さ

に
「
宝
の
山
」
で
す
。

　

カ
タ
ク
リ
は
ユ
リ
科
の
多
年
草

で
、
球
根
植
物
で
す
。
2
枚
の
葉

の
間
か
ら
出
る
15
㎝
ほ
ど
の
茎
の

先
に
、
花
が
一
つ
咲
き
ま
す
。
一

株
の
開
花
期
間
は
1
週
間
程
度
で

す
。
種
子
か
ら
花
が
咲
く
ま
で
7

～
8
年
か
か
り
、
寿
命
は
50
年
に

も
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
林
ふ
る
さ
と
の
山
の
カ
タ
ク

リ
も
、
長
い
年
月
を
か
け
て
広

が
っ
て
き
ま
し
た
。
西
方
カ
タ
ク

リ
の
会
の
高
橋
信
子
さ
ん
は
「
カ

タ
ク
リ
を
持
ち
帰
っ
て
植
え
よ
う

と
す
る
人
に
は
、
簡
単
に
は
咲
き

ま
せ
ん
よ
と
教
え
て
あ
げ
る
ん
で

す
。
カ
タ
ク
リ
は
土
地
を
選
ぶ
の

で
、
ど
こ
で
も
育
つ
わ
け
で
は
な

い
ん
で
す
よ
」
と
話
し
ま
す
。
大

林
ふ
る
さ
と
の
山
に
は
、
カ
タ
ク

リ
が
育
つ
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な

自
然
環
境
が
あ
る
の
で
す
。

　

花
を
咲
か
せ
終
え
た
カ
タ
ク
リ

は
、
5
月
中
旬
に
は
葉
が
枯
れ
、

姿
が
見
え
な
く
な
り
ま
す
。
土
の

中
で
養
分
を
蓄
え
な
が
ら
、
次
の

春
の
訪
れ
を
待
ち
ま
す
。
一
年
の

う
ち
で
わ
ず
か
な
期
間
だ
け
、
山

を
美
し
く
染
め
る
カ
タ
ク
リ
。
ま

た
来
年
が
楽
し
み
で
す
。

2009 春、地域の宝
◎特集

右ページ _カタクリとオオヤマザクラが咲く大林ふる
さとの山。訪れた人々は、公園内に整備された小道を
歩きながら、里山の春を満喫した
1_西方カタクリの会の皆さんが模擬店を出し、肌寒
い日も訪れる人々を温かく迎えた
2_カタクリ祭がおこなわれた 4 月 18 日・19 日は駐
車場が満車となり、多くの観光客でにぎわった
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大石田の宝 福
一
満
虚
空
蔵
尊
と
大
わ
ら
じ

　

大
石
田
地
区
に
あ
る
福
一
満
虚

空
蔵
尊
の
御
堂
に
は
、
大
き
な
わ

ら
じ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
虚
空
蔵
尊
は
丑
寅
の
守
り
本
尊

で
、
わ
ら
じ
は
同
地
区
の
丑
年
・

寅
年
の
人
々
が
作
り
、
家
内
安
全

や
無
病
息
災
な
ど
を
願
っ
て
奉
納

し
た
も
の
で
す
。

　

4
月
16
日
、
地
区
住
民
15
人
が

旧
大
石
田
分
校
に
集
ま
り
、
わ
ら

じ
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
回

奉
納
さ
れ
た
の
は
平
成
元
年
。
今

回
は
20
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
竹

を
芯
と
し
て
、
わ
ら
を
編
ん
で
い

き
、
長
さ
2
ｍ
を
超
え
る
大
わ
ら

じ
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

御
堂
の
扉
の
上
に
は
平
成
元
年

の
わ
ら
じ
、
右
に
は
昭
和
15
年
、

左
に
は
大
正
5
年
と
書
か
れ
た
わ

ら
じ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
非
常
に
古
く
色

あ
せ
た
わ
ら
じ
が
2
つ
あ
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
平
成
元
年
の
わ
ら

じ
を
右
に
移
し
、
中
央
に
新
し
い

わ
ら
じ
を
掲
げ
ま
し
た
。
昭
和
15

年
の
わ
ら
じ
は
、
厄
払
い
と
し
て

燃
や
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
石
田
地
区
に
は
、
東
西
南
北

に
御
堂
が
あ
り
ま
す
。
東
に
は
毘

沙
門
堂
、
西
に
は
観
音
堂
、
北
に

は
薬
師
堂
、
そ
し
て
南
に
は
、
わ

ら
じ
が
奉
納
さ
れ
た
虚
空
蔵
堂
。

ま
る
で
集
落
を
四
方
か
ら
守
る
よ

う
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
集
落
の
ほ
ぼ
中
央
に
長
久
山
延

命
寺
、
一
番
上
の
山
中
に
高
尾
神

社
が
あ
り
ま
す
。

　
「
大
石
田
は
、
た
く
さ
ん
の
御

堂
や
神
社
に
守
ら
れ
て
い
る
ん
で

す
。
こ
れ
ら
を
大
切
に
守
っ
て
い

く
こ
と
が
、
町
お
こ
し
に
も
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
」

（
五
十
嵐
敏
さ
ん
）

　
「
三
坂
山
に
は
大
高
寺
三
六
坊

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
跡
と
思
わ
れ
る
土
台
も
残
っ
て

い
ま
す
」　　
（
飯
塚
綱
雄
さ
ん
）

　

遠
い
昔
、
大
石
田
に
は
数
々
の

由
緒
あ
る
山
寺
が
あ
り
、
信
仰
の

里
と
し
て
栄
え
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
伝

説
を
語
り
継
ぐ
、
福
一
満
虚
空
蔵

尊
と
大
わ
ら
じ
、
そ
し
て
集
落
を

取
り
囲
む
御
堂
は
、
貴
重
な
大
石

田
の
宝
で
す
。

2009 春、地域の宝
◎特集

20 年ぶりの大わらじ奉納
四方から御堂に守られる大石田

1_旧大石田分校で行われた大
わらじ作り。丑年・寅年の方な
ど 15 人が参加した
2_ものづくり名人の五十嵐紋
吉さん＝写真右＝や飯塚綱雄さ
ん＝写真左＝などが中心となっ
て作られた
3_福一満虚空蔵尊の御堂に、
新しい大わらじが掲げられた
4_みんなで過ごすお茶の時間
は楽しみの一つ。共同作業の後
は話もはずむ。集落を取り囲む
御堂や、三坂山大高寺三六坊の
話も語られた

1

2

3 4

大石田地区にある
寺・神社・御堂など
長久山延命寺
高尾神社
毘沙門堂
観音堂
虚空蔵堂
薬師堂
アガリアゲの地蔵堂
ドウミキザワの不動尊
山ノ神
愛宕
鳴神
秋葉大権現
稲荷
馬頭観世音
鬼渡り権現の堂

衣食住や民間信仰な
どが詳しく掲載され
ている。

会津御蔵入
大石田の民俗

発行・町教育委員会

町内の遺跡や名所が
紹介されている。

三島町散歩

発行・奥会津書房
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宮下

西方

早戸秘湯・早戸温泉を守り続けるコミュニティ環境整備事業

自然と歴史を活かしたコミュニティゾーン連携事業

まちづくり事業（まちの景観はみんなのもの、みんなで守るべきもの）

　宮下地区・西方地区・早戸地区では、昨年
度、福島県地域づくり総合支援事業（過疎・
中山間地域コミュニティ再生支援枠）の補助
を受け、地区の計画作りなどが行われてきま
した。今年度も引き続き、地区の皆さんによ
り、それぞれ独自の事業が行われます。

宝を守る地区づくり

　宮下地区は、自宅を工房やギャラリーとして
一般公開する「てわっさの里みやした」や、商
店街・公共機関などがある中心地区。「軸組在
来工法」による建築群は歴史を感じさせます。
さらに統一感のある町並みを整備することを目
指しています。また、地区住民みんなで取り組
むきれいな町づくりを進めています。

　西方地区には、カタクリが群生する大林ふる
さと山や、子どもの成長を願う鬼子母神などが
あります。これらの自然環境や歴史的遺産など
の特色を活かし、連携した地区づくりを目指し
ています。昨年度は「自然」「福祉」「文化」を
テーマに話し合いが行われ、今後の事業につな
げていきます。

　早戸地区には、年間約 6 万人が利用する秘
湯「早戸温泉」、祠・石仏が点在する「神々の道」
など、まさしく地区の宝があります。これらを
活用した地区づくりの計画が、今年 3 月にま
とめられました。これに基づき、遊歩道の整備
や観光ガイドの育成、聞き書き調査によるマッ
プ作成などの事業が進められます。

岩倉山・鬼子母神から望む風景

　

２
０
０
９
春
。
町
内
を
取
材
し
て

歩
き
、
ま
る
で
観
光
客
の
よ
う
に
、

三
島
の
春
を
満
喫
し
た
気
分
で
し

た
。
地
域
に
は
、
普
段
は
気
づ
か
な

い
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。
西
方
カ
タ
ク
リ
の
会
の
二
瓶

ト
ヨ
子
さ
ん
は
「
大
林
ふ
る
さ
と
の

山
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
は
、
車

を
降
り
る
と
み
ん
な『
わ
ー
す
ご
い
』

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
う
れ
し

そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
地
域
の

宝
が
人
を
呼
び
、
楽
し
み
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
宝
は
、
始
め
か
ら
輝
い
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
気
づ
き
、磨
く
努
力
が
必
要
で
す
。

大
林
ふ
る
さ
と
の
山
も
、
西
方
地
区

の
皆
さ
ん
が
毎
年
整
備
し
、
美
し
い

景
観
を
守
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

も
っ
と
魅
力
を
引
き
出
す
た
め
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
地
区
の
皆
さ
ん
の
夢

が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
自
分
た
ち
の

地
域
を
歩
き
、
そ
の
良
さ
を
探
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
明
日
へ
の
夢
が
見
つ

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
域
の
宝
探
し
は
、
私
た
ち
の
夢
探
し
―
―

特
集
「
２
０
０
９
春
、
地
域
の
宝
」
終
わ
り
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夢
ふ
く
ら
む
春

　

4
月
1
日
付
で
、
町
教
育
委
員

会
教
育
長
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
重

責
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
の
決
意
で
、
誠
心

誠
意
、
教
育
行
政
に
当
た
っ
て
い

く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

経
済
に
お
い
て
も
教
育
に
お
い

て
も
、
都
市
と
山
村
の
格
差
は
現

実
と
し
て
あ
り
ま
す
。
生
活
の
利

便
性
や
物
の
豊
か
さ
の
視
点
で
は

な
く
、
心
の
豊
か
さ
の
視
点
で
、

少
し
ぐ
ら
い
不
便
で
も
、
少
し
ぐ

ら
い
経
済
的
に
大
変
で
も
、
た
く

ま
し
く
生
き
て
い
く
子
ど
も
・
大

人
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
を
わ
き
ま
え
る
『
人
間
の

覚
悟
』
が
あ
れ
ば
、
田
舎
暮
ら
し

の
不
便
さ
も
乗
り
越
え
、
心
安
ら

ぐ
「
ふ
る
さ
と
」
に
根
差
し
た
生

き
方
に
つ
な
が
る
の
だ
と
考
え
ま

す
。
町
教
育
委
員
会
の
重
点
施
策

で
あ
る
文
化
財
総
合
的
把
握
モ
デ

ル
事
業
は
、
正
し
く
こ
の
こ
と
に

合
致
し
て
い
ま
す
。
ロ
マ
ン
あ
る

物
語
を
構
想
し
、
将
来
に
向
け
た

町
の
大
き
な
生
命
線
に
成
り
得
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

三
島
小
・
三
島
中
の
入
学
式
で

次
の
よ
う
な
こ
と
を
話
し
ま
し

た
。
小
学
生
の
保
護
者
に
は
、

　

｢

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
は
、

『
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
』

を
基
本
と
し
た
生
活
習
慣
、
生
活

の
リ
ズ
ム
が
大
切
で
す
。
大
い
に

褒
め
て
く
だ
さ
い
。
し
っ
か
り

し
つ
け
て
く
だ
さ
い｣

　

ま
た
、
中
学
生
に
は
、

　

｢

夢
は
単
に
持
つ
の
で
は
な
く
、

自
分
で
作
る
、
作
る
こ
と
の
で
き

る
力
を
備
え
る
こ
と
で
す
。
夢
を

自
分
で
作
り
、
そ
れ
を
何
が
何
で

も
実
現
し
よ
う
と
す
る
強
い
意
志

が
、生
き
方
と
な
っ
て
現
れ
ま
す
。

努
力
は
裏
切
り
ま
せ
ん
。
必
ず
報

わ
れ
ま
す｣

　

今
年
度
の
町
教
育
委
員
会
の
重

点
施
策
と
し
て
、
前
述
し
ま
し
た

文
化
財
総
合
的
把
握
モ
デ
ル
事
業

を
は
じ
め
、
保
育
所
・
学
校
教
育

の
充
実
（
学
力
向
上
支
援
対
策
、

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
、
地
域
子

育
て
応
援
）、
三
島
町
教
育
振
興

計
画
の
策
定
、
健
康
づ
く
り
推
進

事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

教
育
長
に

北
舘
長
一
氏

　

町
教
育
委
員
会
教
育
長

に
、
北
舘
長
一
氏
が
就
任
し

ま
し
た
。
4
月
1
日
の
辞
令

交
付
式
で
、
齊
藤
茂
樹
町
長

か
ら
北
舘
氏
に
教
育
委
員
の

任
命
書
が
交
付
さ
れ
、
同
日

行
わ
れ
た
教
育
委
員
会
臨
時

会
に
お
い
て
、
北
舘
氏
が
教

育
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
25
年
3
月
31
日

ま
で
の
4
年
間
で
す
。

　

北
舘
教
育
長
は
3
月
31
日

ま
で
教
員
を
勤
め
、
会
津
美

里
町
立
高
田
中
学
校
長
を
最

後
に
定
年
退
職
し
ま
し
た
。

職
員
に
対
す
る
あ
い
さ
つ
で

は
、「
何
ら
か
の
形
で
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きただて・ちょういち
昭和 24 年 1 月生まれ。福島大
卒業後、昭和 46 年から 38 年
間教員を勤める。三島中、本郷
中などの校長を歴任し、今年 3
月 31 日、高田中校長を定年退
職。三島町西方在住、60 歳
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北舘教育長

白井 秀行
教頭

田島二小から転任

五十島 眞由美
養護教諭

高郷小から転任

五十嵐 智子
主査

湯川中から転任

結城 稔
教諭

喜多方二中から転任

木村 仁根
教諭

会津若松三中から転任

渋川 正貴
講師

河東中から転任

着任先生紹介

三島中学校

三島小学校

三島小学校・三島中学校に着任
した教職員を紹介します。

　三島小入学式は 4 月 6
日に行われ、9 人が入学
しました。坂内洋二校長
は「あいさつ、あとしま
つ、あんぜんの 3 つの『あ』
を大切にしましょう」と
式辞を述べました。児童
を代表して、五十嵐豊香
さん＝ 6 年、西方＝が「早
く学校に慣れて、たくさ
ん友達をつくってください。分からないことは何でも聞いてください」
と歓迎の言葉を述べました。保護者を代表して、細堀高正さん＝中平
＝があいさつしました。

　三島中入学式は 4 月 6
日に行われ、9 人が入学
しました。佐久間雄彦校
長は「しっかり勉強する
こと、思いやりの心を持
つこと、心と体を鍛える
ことの 3 つを忘れないで
ください」と式辞を述べ
ました。生徒を代表して、
大竹克明くん＝ 3 年、滝
谷＝が歓迎の言葉を述べました。新入生を代表して、五十嵐輝くん＝
宮下＝が「期待と不安で胸がいっぱいです。先生の教えをよく守り、
明るく楽しい学校生活を送りたいと思います」と誓いの言葉を述べま
した。保護者を代表して、板橋一さん＝早戸＝があいさつしました。

　三島保育所入所式は 4
月 4 日に行われ、乳幼児
35 人が入所しました。矢
澤源成所長は「早寝早起
き朝ご飯を約束してくだ
さい」と式辞を述べまし
た。式が終了後、歌遊び
が行われ、入所児たちは
楽しい保育所での生活を
スタートさせました。

PROFILE

三島小に 9 人、三島中に 9 人が入学

三島保育所に 35 人が入所

2009.5 82009.59



　会津若松市の福島県立博物館で、
三島町の「荒屋敷遺跡」のポイント
展が開催されています。ポイント展
とは、収蔵品の中から通常は公開さ
れていない資料を特別に展示するも
ので、常設展料金で見ることができ
ます。「荒屋敷遺跡」は縄文時代晩期、
約 2,300 年前の遺跡で、木製品や漆
器などが数多く発見され、編みかご
なども出土しています。この展示は、
来年 3 月 31 日まで行われています。
はるか昔の暮らしを物語る「荒屋敷
遺跡」の出土品。山と共に生きた人々
が存在した証です。この機会に、三
島の歴史に触れてみてはいかがで
しょうか。
問 福島県立博物館☎ 0242-28-6000

　「カタクリデビュー」は、子育て中のママ、パパのためのサークルです。育児で
忙しい毎日を送るママのために、4 月 22 日、資生堂化粧品の講師を招いてメイク講
座が行われ、8 人が参加しました。町保健推進員の協力により、町民センター図書コー
ナー「ゆめぽけっと」で子どもたちを遊ばせながら行われました。普段は子どもか
ら目が離せないママたちですが、この日は少しだけ育児を忘れてリフレッシュして
いました。「カタクリデビュー」の企画を担当している小柴奈穂美さん＝西方＝は「遊
び場がない、近くに友達がいない、相談相手がいないなどの悩みを少しでも解消し、
ママやパパが楽しめる場所をつくりたいと思っています。どうぞお気軽にご参加く
ださい」と話しています。問 森の校舎カタクリ☎ 48-5577

　道の駅尾瀬街道みしま宿農産物直売所運営協議会の設立総
会は 4 月 21 日、町民センターで行われ、約 40 人の農家や関
係者が参加しました。道の駅では、これまでも農産物の直売
を行ってきましたが、出荷・販売などについての明確な基準
や組織がありませんでした。この協議会により、生産者の組
織化と基準作り、事業計画作りなどを進め、信頼できる直売
所を目指します。名称は「産直・こまなかせ」に決定し、会
長には五十嵐富一さん＝大谷＝が選ばれました。「産直・こま
なかせ」には、町内や近隣町村で農産物の生産・加工を行う
人が入会できます。入会金は 1,000 円、年会費は 2,000 円となっ
ています。
問 道の駅尾瀬街道みしま宿　☎ 48-5677
　 役場産業建設課文化観光係☎ 48-5533

み
し
ま
の
出
来
事

米寿を迎えた阿部キチノさ
ん＝写真左＝と板橋文子さ
ん＝写真右＝が、宮下長寿
会から表彰されました。い
つまでも元気で長生きして
ください。

町民センター図書コーナー「ゆめぽけっと」で行われたメイク講座

横断歩道を渡る児童と、指導する角田一郎町交通教
育専門員

しく自転車に乗ろう
三島小で交通教室

正
町民センターで行われた道の駅農産物直売所運営協議会の設立総会

や地鶏などの特産品を PR
福島市で奥会津三島町物産展

桐

福島市のコラッセふくしまで開催された奥会津三島町物産展

文の匠、荒屋敷遺跡
県立博物館で特別展示

縄 「荒屋敷遺跡」のポイント展（福島県立博物館）

荒屋敷遺跡から出土した編みかご

子育てサークル「カタクリ
デビュー」では、子どもた
ちが元気に遊んでいます。

イク講座でさらに輝くママに
子育てサークル「カタクリデビュー」

メ 

　三島小の交通教室は 4 月 17 日に行われ、
全校児童が交通ルールを学びました。三島駐
在所の鈴木孝二巡査部長が、自転車の正しい
乗り方や安全点検、町内の危険個所などにつ
いて講話しました。続いて、児童たちは自転
車に乗り、交通ルールを守りながら町内を通
行しました。角田一郎町交通教育専門員が、
交差点などで指導しました。町内では、4 月
に川井地区で自動車事故が発生しました。子
どもも大人も気を引き締め、事故を起こさな
いよう、事故に遭わないようにしましょう。

　奥会津三島町物産展は 4 月 17 日から 19 日までの 3
日間、福島市のコラッセふくしま 1 階で開催されました。
三島町、会津桐タンス㈱、㈱有紀、JA 会津みどり三島
山菜加工場、グルメみしま、生活工芸館、山と木の市場
実行委員会が参加しました。桐製品、編み組細工、山菜、
会津地鶏親子丼など三島の特産品が販売され、来場者の
好評を得ていました。

産直で地域を元気に
道の駅みしま宿「産直・こまなかせ」発足

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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‐
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○総務省では、三島町を担当する行政相談委員として、
平成 21 年 4 月 1 日付で小柴ヨシノさん（西方）を再
任しました。

○行政相談委員は、総務大臣が委嘱するもので、役所
（国・県・市町村）の仕事をはじめ、NTT などの特殊
法人等の仕事についての苦情や意見・要望を受け付け、
町民の皆さんと関係行政機関との間に立って、その解
決のお手伝いをしています。

○ 5 月 19 日 ( 火 ) ～ 25 日 ( 月 ) までの 1 週間は「春
季行政相談強調週間」です。5 月の行政相談は、以下
のとおり相談所を開設して行いますので、お気軽にご
利用ください。（6 月 18 日は県政相談も併せて実施い
たします。）

春の行政相談週間
行政相談委員

小柴ヨシノさん再任　第 1 回町保健推進員会は 4 月 8 日、町民センター
で開催され、会長に坂内アイ子さん＝宮下、副会長に
鈴木タカ子さん＝小山＝が選任されました。また、今
年度の活動について各担当に分かれて話し合われまし
た。各地区の保健推進員は下記のとおりです。各種健
診や育児に関することなど、お気軽にご相談ください。

保健推進員です
よろしくお願いします

地 区 氏　名 担 　 当
宮 下 坂　内　アイ子 食 生 活 改 善
宮 下 五十嵐　郁　子 成 人 保 健
荒 屋 敷 佐　藤　美代子 成 人 保 健
荒 屋 敷 渡　部　ユキ子 成 人 保 健
桑 原 長谷川　恵美子 成 人 保 健
大 登 馬　場　孝　枝 母 子 保 健
大 登 角　田　信　子 母 子 保 健
川 井 角　田　菜穂子 母 子 保 健
桧 原 片　山　智　子 食 生 活 改 善
桧 原 阿　部　スイ子 食 生 活 改 善
滝 谷 目　黒　三和子 母 子 保 健
滝 谷 目　黒　博　子 母 子 保 健
大 谷 福　田　ユキ子 成 人 保 健
大 谷 五十嵐　幸　枝 成 人 保 健
浅 岐 角　田　米　子 食 生 活 改 善
間 方 二　瓶　朋　子 食 生 活 改 善
間 方 菅　家　欣　子 食 生 活 改 善
西 方 二　瓶　トヨ子 成 人 保 健
西 方 小　松　トシ子 成 人 保 健
大 石 田 秦　　　フジ子 成 人 保 健
大 石 田 秦　　　ひろみ 成 人 保 健
名 入 小　柴　幸　江 成 人 保 健
名 入 小　柴　イセ子 成 人 保 健
小 山 鈴　木　タカ子 食 生 活 改 善
高 清 水 小　柴　スイ子 食 生 活 改 善
滝 原 板　橋　滋　子 母 子 保 健
早 戸 佐久間　長　子 母 子 保 健
早 戸 佐久間　敏　子 母 子 保 健

三島町保健推進員名簿

町民センターで行われた第 1 回保健推進員会

　はじめまして、この 4月より県立会津総合病
院から宮下病院に転勤してまいりました黒沢正
喜です。52 歳です。
　出身は、埼玉県秩父郡小鹿野町（おがのまち）
です。埼玉県というと、都会のイメージを浮か
べるかもしれませんが、小鹿野町は埼玉県の北
西部の山間部の町です。三島町の風景は故郷に
似ていて、なつかしい感じがします。
　昭和 56 年に福島医大を卒業して、研修の後、
平成 6年から平成 21 年 3 月まで県立会津総合病
院に勤務していました。
　専門は、消化器内科です。特に、会津総合病
院に勤務しているころは、胃や胆管などの内視
鏡治療に力を注いでいました。内視鏡は得意で
す。是非、宮下病院に来て胃や大腸の内視鏡検
査を受けてみてください。もちろん、消化器だ
けでなく、心臓や肺などの他の病気についても、
板橋院長をはじめ病院のスタッフと協力して精
一杯診療してまいります。
　地域の皆様のお役にたてるよう頑張りますの
で、よろしくお願いいたします。

問 福島県立宮下病院事務部☎ 52-2321

福島県立宮下病院からの情報コーナー

黒沢 正喜
副院長

くろさわ・まさき

《医師紹介》

●専門分野　内科、消化器
●出身大学　福島県立医科大学

●開設日時　5 月 20 日 ( 水 ) 
　　　　　　午前 10 時～午後 3 時
●開設場所　町民センター 談話室

〔定例行政相談所〕
●開設日時　毎月第 3 水曜日
　　　　　　（祝日のときは翌日）
　　　　　　午前 10 時～午後 3 時
●開設場所　町民センター 談話室

問 三島町行政相談委員　小柴ヨシノ ☎ 52-2480
　 役場 総務課 総務係　　　　　 　 ☎ 48-5511

※都合により変更となる場合もありますので、あらか
じめご連絡ください。

先生

本 町民センター図書コーナー

ゆめぽけっと
●利用時間　月〜土 9：00 〜 21：00　日・祝 9：00 〜 17：00
●お 休 み　年末年始
問 教育委員会☎ 48-5599

今月のおすすめ図書

幼児向け

おむすびころりん
松谷みよ子・文　長野ヒデ子・絵
童心社

　ばあさまが落としたおに
ぎりが、穴の中に転がって
いきました。すると、穴の
中から「おむすびころりん、
すっとんとん」と歌が聞こ
えてきました。落ちたおむ
すびを追いかけていくと、
ねずみたちが大勢で餅つき
をしていました…。

小学生向け
こんばんは
たたりさま
山中 恒・文
理論社

　ジュン子は小学 5 年生。
ジュン子をいじめていた子
たちが、次々と事故に巻き
込まれていく。ジュン子が

「たたりさま」にお願いし
ているのではないかと疑わ
れてしまう。ジュン子は本
当に「たたりさま」がいる
のか調べ始めた…。

お知らせ

　読みたい本や気になる本がありましたら、
「ゆめぽけっとリクエストカード」をご利用く
ださい。カードに記入して、図書コーナーま
たは役場窓口に設置してある「ブックポスト」
に入れてください。全員のリクエストにお応
えできるどうか分かりませんが、毎月少しず
つ本を増やしていきたいと思います。

問 教育委員会☎ 48-5599

本のリクエスト募集
「ゆめぽけっとリクエストカード」
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国家公務員採用Ⅲ種（税務）
採用試験（高校卒業程度）

　仙台国税局では、バイタリ
ティーあふれる税務職員を募集
しています。国の財政を支える
税務職員にチャレンジしてみま
せんか。
■受験資格　昭和 63 年 4 月 2 日
から平成 4 年 4 月 1 日生まれの方
■受験申込受付期間　6 月 23 日

（火）から 6 月 30 日（火）まで
■受験申込書の請求　5 月 11 日

（月）から配布を開始しますので、
下記までお問い合わせください。
問 会津若松税務署
　☎ 0242-27-4311（代表）

　 人事院東北事務局
　 ☎ 022-221-2022
　 仙台国税局人事第二課
　 ☎ 022-263-1111（内線3236）

会津平野のどまんなか
新緑健康ウォーク

●日時　5 月 17 日（日）雨天決行
●受付　会津自然の家運動広場
●受付時間　8:00 ～ 8:50
●コース　4km コース（春日八
郎記念館へバスで移動し、自然
の家までの復路）、10km コース

（自然の家から春日八郎記念館の
往復）
●申込締切　5 月 13 日（水）
●その他　①完歩者には完歩証
をお渡しします。②終了後、希望
される方は自然の家で入浴ができ
ます。③バイキング昼食をご希望
の方は事前にお申し込みくださ
い。（料金 460 円）④イベント中
の事故は参加者の責任において処
理してください。⑤トイレはコー
ス途中の数カ所に設ける予定で
す。⑥雷などでやむを得ず実施で
きない場合は、自然の家でカロー
リング大会、来所記念「焼き板作
り」を実施します。
問 福島県津自然の家
　 会津坂下町大字八日沢字西東
　 山 4495-1
　 ☎ 0242-83-2480

情
報
ひ
ろ
ば

ご寄附ありがとうございました

町社会福祉協議会へ　ご遺志によるもの

小　柴　政　彦　様（名入）
山　内　英　美　様（西方）
小　堀　　　操　様（西方）
北　村　厚　生　様（大登）
大　竹　重一郎　様（滝谷）
角　田　容　一　様（川井）

これからの行事予定　town schedule

5月 3日（祝）～5月5日（祝）
鬼子母神例大祭（西方・岩倉山鬼子母神）

5月 7日（木）
13:30 ～ 民生児童委員協議会定例会（福寿草）

5月 8日（金）
10:00 ～ ＹＹサークル（町民センター）

5月14日（木）
10:00～ 町老人クラブ連合会総会（町民センター）

5月22日（金）
10:00 ～ 町社会福祉協議会理事会（福寿草）
13:00 ～ 町社会福祉協議会評議員会（福寿草）

5月29日（金）
狂犬病予防注射（各地区）

6月 4日（木）
13:30 ～ 民生児童委員協議会定例会（福寿草）

みんなで健康づくり《教室・健診の予定》
問 役場 町民課 保健福祉係☎ 48-5565

機能訓練会
5月13日（水） 14:00～　福寿草

足腰げんき教室（水中運動編）
5月19日（火） 13:00 町民センター集合
　　　　　   西会津さゆり公園プール

ヘルスアップえいよう教室
5月20日（水） 13:30～　町民センター

乳幼児健診
5月21日（木） 13:30～　町民センター

ヘルスアップうんどう教室
5月27日（水）13:30～　町民センター

初
音
き
く
媼
一
日
を
浮
き
に
浮
く

冬
囲
ひ
解
け
ば
笑
顔
の
阿
弥
陀
仏

　
　
　
　
　

西
方　

小　

柴　

六
進
子

一
合
で
足
り
る
嫁
と
の
玉
子
酒

咳
一
つ
こ
ぼ
し
て
お
経
読
み
に
け
り

　
　
　
　
　

宮
下　

栗　

城　

三　

保

《保健福祉係からのお知らせ》

予防接種の保護者以外の同伴について
　定期予防接種（BCG、ポリオ、三種混合、二種
混合、麻しん風しん混合、麻しん、風しん、日本脳炎）
は、原則として保護者（父・母）の同伴を必要と
します。保護者がやむを得ず同伴することができ
ない場合は、予防接種を理解した上で同伴者の同
意をもって保護者の同意とする委任状が必要とな
りました。委任状は、役場町民課保健福祉係で配
布しています。なお、同伴者はできる限り同居し
ている人で、普段から子どもの健康状態を熟知し
ており、当日の予防接種をするにあたり判断がで
きる人であることとされています。

問 役場 町民課 保健福祉係☎ 48-5565

総合検診を受けましょう
検診は、健康の第一歩です

　　●日時　6月 2日 （火） 7:30～
　　　　　　6月 3日 （水） 7:30～
　　　　　　6月 4日 （木） 7:30～
　　　　　　6月 5日 （金） 7:30～
　　　　　　6月 7日 （日） 7:30～
　　●場所　町民センター

問 役場 町民課 保健福祉係☎ 48-5565

三島町の人口と世帯（ 4 月 1 日現在）

人口 2,111 -21 出生 0

男 ９９0 -1４ 死亡 3

女 1,121 -７ 転入 8

世帯 8４９ －11 転出 26
※住民基本台帳による数値です。

5 月の納税
●固定資産税
　第 1 期
●国民健康保険税
　第 1 期
●介護保険料（普通徴収）
　第 1 期
※納期限は 6 月 1 日です。忘    
　れずに納めましょう。
問 役場 町民課 町民生活係
　 ☎ 48-5555

街頭犯罪等発生状況（ 1 月～ 3 月）

区　　分 管　内 三島町

空き巣ねらい 1

忍 込 み 2

事 務 所 荒 し

出 店 荒 し 4

自 動 車 盗

オートバイ盗

自 転 車 盗

自販機ねらい 2

車 上 ね ら い

強制わいせつ

街 頭 犯 罪 計 ９ 0

全 刑 法 犯 12 0

　三島町では 3 月中、犯罪は発生
しませんでした。福島県内では、
振り込め詐欺の被害は減少傾向に
ありますが、依然として「架空請
求詐欺」と「融資保証金詐欺」の
被害は増えています。はがき、携
帯電話のメールなどで送られてく
る身に覚えのない請求には、絶対
に応じないでください。少しでも
不安を感じたら、振り込む前に警
察署や消費生活センターなどに相
談してください。
　また、融資を受ける際に、手数
料や保証金などの支払いを要求し
てくる場合は「融資保証金詐欺」
です。絶対にお金を振り込まない
ようお願いします。

※全刑法犯には、街頭犯罪以外（器物損
壊・暴行・傷害・万引き・詐欺など）
の犯罪発生件数が含まれます。

会津坂下警察署からのお知らせ

人事院東北事務局・仙台国税局

福島県会津自然の家

西方で豆づくり体験
参加者を募集します

　豆づくり体験の参加者を募集
しています。畑で大豆を栽培し、
夏には「枝豆ビールまつり」、秋
には「みそづくり講座」も行う
予定です。農業初心者でも気軽
にご参加ください。
●場所　西方地区
●日程　5 月 8 日（金）豆伏せ
以降月 2 ～ 3 回実施（詳しくは
お問い合わせください。）
●栽培　大豆 5 畝、野菜 2 畝

（だだ茶豆、みそ豆、青豆、トマト、
きゅうり、ナスなどをみんなで
作ります。）
●指導　西方カタクリの会
●参加料　4,000 円

（夏の枝豆ビールまつり、秋のみ
そづくり講座込み）
●申込　教育委員会にお電話く
ださい。☎ 48-5599

いまここネット（三島町）

　4 月 26 日に行われた「春のみそ
づくり講座」。約 20 名が参加して、
西方カタクリの会の皆さんに習いな
がら、楽しくみそをつくりました。
半年後には、おいしいみそが出来上
がる予定です。食卓に欠かせないみ
そを、地元で栽培した大豆でつくっ
てみませんか。やったことがなくて
も安心してご参加ください。

主催 / いまここネット　
共催 / 西方カタクリの会
問 教育委員会☎ 48-5599
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6／13・14（土・日） 6／6（土）

開催時間13日（土）9:00～16:00
　　　　14日（日）9:00～15:00
●全国各地の手作り工芸品を展示・即売
●各種体験コーナー
●大抽選会（両日とも正午から）
●地元料理の模擬店
問 三島町生活工芸館☎ 0241-48-5502

三島町生活工芸館 三島町間方・志津倉山

山と木の市場
会場　㈱有紀三島工場

☎ 0241-52-3801

同時開催

工人まつり会場より徒歩 5 分

■出品内容　桐製品（フ
ローリング材）、桐タン
ス、チェスト・テーブル
など

第
23
回 
ふ
る
さ
と
会
津

ブナの原生林、巨大なアバランチ・シュート（雪
食地形）、志津倉山には豪雪が作り出した迫力ある
風景が広がります。標高 1,234m、登山口から頂上
まで約 2 時間。大自然を満喫できる登山です。詳
しくは下記までお問い合わせください。
問 三島町観光協会☎ 0241-48-5000
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